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三
月
八
日
議
決
案
件

日

本

共

産

党

平
成
二
十
九
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
第
八
回
に
つ
い
て
反

対
す
る
。
ま
ず
グ
リ
ー
ン
ガ
ー

デ
ン
ひ
ら
お
か
は
解
体
で
は
な

く
、
存
続
の
た
め
に
大
阪
府
か

ら
の
土
地
の
買
い
取
り
も
含
め

再
度
検
討
し
、
大
阪
府
と
協
議

す
る
こ
と
を
求
め
る
。
次
に
家

庭
ご
み
収
集
運
搬
業
務
委
託
に

関
し
て
、
市
長
は
南
海
ト
ラ
フ

地
震
の
発
生
確
率
が
引
き
上
げ

ら
れ
る
な
ど
、
災
害
発
生
リ
ス

ク
が
高
ま
る
な
か
、
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
る
と
述
べ
ら
れ
た

が
、
ご
み
収
集
業
務
を
担
う
環

境
部
が
災
害
等
や
緊
急
時
の
対

応
を
体
制
の
上
で
担
保
す
る
た

め
に
も
、
家
庭
ご
み
定
期
収
集

業
務
の
市
直
営
体
制
の
確
保
が

一
定
必
要
で
あ
る
。

浅

川

健

造

建
設
水
道
委
員
会
を
預
か
る

委
員
長
の
立
場
と
し
て
、
ま
た

私
自
身
議
員
と
し
て
の
本
懐
を

踏
ま
え
た
上
で
、
議
案
第
百
四

十
一
号
、
百
四
十
二
号
に
つ
い

て
反
対
せ
ざ
る
を
得
な
い
立
場

か
ら
討
論
す
る
。
今
定
例
会
で

は
会
期
延
長
を
計
九
回
も
行
っ

て
お
り
、
こ
れ
も
す
べ
て
上
下

水
道
局
に
か
か
る
上
下
水
道
局

庁
舎
整
備
事
業
、
上
小
阪
配
水

場
整
備
事
業
、
上
下
水
道
局
遊

休
地
財
産
貸
し
付
け
の
問
題
で
、

当
局
か
ら
解
決
に
要
す
る
時
間

猶
予
の
申
し
出
に
譲
歩
し
、
そ

の
間
待
ち
続
け
た
結
果
で
あ
る
。

本
案
件
に
つ
い
て
も
、
三
課
題

が
解
決
す
れ
ば
、
議
案
の
審
議

に
入
る
姿
勢
で
あ
っ
た
が
、
本

日
に
お
い
て
も
な
お
解
決
に
至

っ
て
い
な
い
。
委
員
会
で
議
案

の
審
議
が
で
き
て
お
ら
ず
、
当

局
は
提
案
者
と
し
て
の
責
務
を

果
た
す
べ
き
で
あ
り
、
委
員
長

の
立
場
と
し
て
反
対
す
る
。

三
月
二
十
九
日
議
決
案
件

予
算
に
対
す
る
組
み
替
え
を

求
め
る
動
議
提
案
説
明

日

本

共

産

党

平
成
三
十
年
度
一
般
会
計
予

算
に
つ
い
て
組
み
替
え
を
要
求

す
る
。
第
一
に
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
整
備
事
業
は
必

要
最
小
限
に
と
ど
め
、見
直
し
、

検
討
す
る
こ
と
。
ゆ
る
キ
ャ
ラ

グ
ラ
ン
プ
リ
開
催
負
担
金
は
Ｗ

杯
と
本
質
も
異
な
る
た
め
削
減
。

第
二
に
、
小
中
一
貫
教
育
関
連

事
業
は
、
そ
の
効
果
も
含
め
教

育
現
場
や
保
護
者
に
対
す
る
十

分
な
説
明
や
議
論
も
行
わ
れ
て

お
ら
ず
、
拙
速
に
進
め
る
べ
き

で
な
く
関
連
予
算
を
削
減
。
標

準
学
力
調
査
委
託
料
は
競
争
教

育
推
進
と
な
り
か
ね
ず
、
対
費

用
効
果
も
疑
問
で
あ
り
削
減
。

第
三
に
、
公
共
施
設
再
編
整
備

関
連
も
大
型
事
業
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
市
民
の
負
担
コ
ス
ト

や
効
率
的
な
財
政
運
営
か
ら
も
、

見
直
し
を
求
め
る
。
ま
た
、
青

少
年
女
性
セ
ン
タ
ー
、
グ
リ
ー

ン
ガ
ー
デ
ン
ひ
ら
お
か
解
体
は

再
検
討
し
、
市
民
負
担
増
と
な

る
大
型
ご
み
収
集
有
料
化
関
連

予
算
の
削
減
を
求
め
る
。
第
四

に
、
旧
同
和
関
連
事
業
予
算
は

削
減
、
見
直
し
を
求
め
る
。
一

方
、
小
学
四
年
生
以
上
の
少
人

数
学
級
の
拡
充
、
小
中
学
校
の

整
備
改
修
、
ひ
き
こ
も
り
等
子

ど
も
若
者
支
援
事
業
関
連
予
算

の
増
額
、
介
護
保
険
料
の
減
免

等
拡
充
、
障
害
福
祉
、
高
齢
者

福
祉
、
介
護
施
策
推
進
予
算
の

増
額
を
求
め
る
。
市
民
福
祉
と

保
健
衛
生
推
進
の
た
め
、
保
育

士
、
保
健
師
な
ど
の
増
員
と
予

算
増
額
を
求
め
る
。
ま
た
、
地

域
経
済
活
性
化
関
連
予
算
の
増

額
と
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

等
普
及
お
よ
び
促
進
事
業
関
連

予
算
の
増
額
を
求
め
る
。

修
正
案
提
案
説
明

大

阪

維

新

の

会

平
成
三
十
年
度
一
般
会
計
予

算
中
、
政
務
活
動
費
交
付
金
六

千
四
百
八
十
万
円
を
ゼ
ロ
円
に

す
る
修
正
案
を
提
案
す
る
。
東

大
阪
市
の
借
金
は
ふ
え
続
け
て

い
る
。
次
世
代
へ
ツ
ケ
を
回
さ

な
い
行
財
政
改
革
が
必
要
で
あ

り
、
大
阪
維
新
の
会
所
属
メ
ン

バ
ー
も
、
全
国
各
地
で
自
身
の

身
を
切
る
改
革
を
断
行
し
て
い

る
。
東
大
阪
市
議
団
と
し
て
も

平
成
二
十
九
年
度
、
七
名
分
の

政
務
活
動
費
千
二
百
六
十
万
円

を
一
切
受
け
取
ら
ず
に
活
動
し

て
い
る
。
我
々
が
納
得
を
し
、

市
民
に
も
納
得
を
し
て
頂
け
る

ル
ー
ル
が
で
き
る
ま
で
は
受
け

取
ら
な
い
。
政
務
活
動
費
は
必

要
と
考
え
て
い
る
が
、
市
民
の

政
治
不
信
は
変
わ
ら
ず
、
市
議

会
議
員
全
員
で
こ
の
問
題
解
決

に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。
不

適
切
な
政
務
活
動
費
の
支
出
に

対
す
る
説
明
責
任
を
果
た
し
、

改
め
て
あ
り
方
を
見
直
す
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
提
案
す
る
。

日

本

共

産

党

留
守
家
庭
児
童
育
成
ク
ラ
ブ

業
務
、
学
校
給
食
調
理
業
務
の

委
託
に
反
対
。
介
護
保
険
関
連

で
は
保
険
料
の
大
幅
値
上
げ
で

は
な
く
、
自
立
支
援
策
や
減
免

制
度
等
の
拡
充
を
求
め
る
。
ラ

グ
ビ
ー
場
整
備
事
業
及
び
関
連

事
業
は
、
必
要
最
小
限
に
と
ど

め
、
市
民
の
暮
ら
し
や
教
育
、

営
業
の
た
め
の
予
算
を
優
先
す

べ
き
。
グ
リ
ー
ン
ガ
ー
デ
ン
ひ

ら
お
か
の
解
体
は
中
止
し
、
土

地
の
買
い
取
り
も
含
め
再
度
検

討
し
、大
阪
府
と
協
議
す
べ
き
。

大
型
ご
み
収
集
は
有
料
化
で
は

な
く
、
減
量
や
リ
ユ
ー
ス
等
の

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
べ
き
。
将

来
世
代
の
未
来
に
そ
の
責
任
を

負
う
立
場
か
ら
地
球
温
暖
化
対

策
を
推
進
す
る
中
小
企
業
省
エ

ネ
設
備
改
修
支
援
事
業
の
廃
止

や
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等

普
及
促
進
事
業
の
減
額
に
反
対
。

障
害
福
祉
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

事
業
等
の
補
助
金
の
減
額
は
障

害
福
祉
計
画
の
理
念
に
逆
行
す

る
も
の
で
反
対
。
保
育
士
、
生

活
保
護
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
等
は

不
足
し
て
お
り
増
員
す
べ
き
。

青
少
年
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
の

抜
本
的
改
善
、
ひ
き
こ
も
り
等

子
ど
も
若
者
支
援
事
業
の
予
算

確
保
が
必
要
。人
権
文
化
セ
ン
タ

ー
で
の
総
合
生
活
相
談
や
職
員

の
過
剰
配
置
等
非
効
率
な
行
政

の
改
善
が
必
要
。
旭
町
庁
舎
の

解
体
、
新
築
へ
の
公
金
支
出
は

違
法
、不
当
と
の
住
民
監
査
請
求

が
出
て
い
る
が
、
結
果
が
出
る

ま
で
工
事
は
中
止
す
べ
き
。
小

中
一
貫
教
育
は
効
果
が
検
証
さ

れ
な
い
ま
ま
進
め
る
こ
と
に
反

対
。
標
準
学
力
調
査
は
競
争
を

子
供
に
押
し
つ
け
る
危
険
性
が

あ
り
中
止
す
べ
き
。
商
工
会
議

所
へ
の
補
助
金
事
業
の
改
善
が

必
要
。
市
長
は
政
治
的
中
立
を

守
る
べ
き
公
の
事
務
を
逸
脱
し
、

税
金
を
使
っ
て
特
定
候
補
の
選

挙
応
援
に
行
っ
て
い
た
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
自
ら
襟

を
正
し
、
疑
念
の
持
た
れ
る
よ

う
な
市
政
運
営
は
改
め
る
べ
き
。

東
大
阪
市
議
会
政
務
活
動
費
の

交
付
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す

る
条
例
の
提
案
理
由
説
明

◆
大
阪
維
新
の
会

全
国
的
に
政
務
活
動
費
を
め

ぐ
る
諸
問
題
が
噴
出
し
、国
民
、

市
民
の
関
心
と
批
判
は
依
然
高

い
。
本
市
で
も
不
正
受
給
を
め

ぐ
っ
て
マ
ス
コ
ミ
の
注
視
の
的

と
な
り
、
刑
事
告
発
、
書
類
送

検
と
な
り
、
現
状
、
起
訴
猶
予

や
嫌
疑
不
十
分
と
な
っ
て
い
る

が
、
い
ま
だ
説
明
責
任
が
果
た

さ
れ
て
お
ら
ず
、
信
頼
回
復
も

な
さ
れ
て
い
な
い
。
平
成
二
十

七
、
二
十
八
年
度
の
領
収
書
を

閲
覧
し
た
が
、
現
在
で
も
マ
ニ

ュ
ア
ル
に
沿
わ
な
い
と
思
わ
れ

る
も
の
が
あ
り
、
議
会
事
務
局

に
よ
る
と
、
最
終
的
に
議
員
各

位
が
説
明
責
任
を
果
た
せ
ば
よ

い
と
い
っ
た
状
態
で
あ
る
。
当

時
の
不
適
切
な
支
出
は
道
義
的

に
お
い
て
も
決
し
て
責
任
を
免

れ
る
も
の
で
は
な
い
。
市
政
信

頼
回
復
、
政
治
へ
の
不
信
感
の

払
拭
の
た
め
に
は
、
問
題
の
早

期
解
決
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、

現
在
政
務
活
動
費
検
討
会
議
を

行
っ
て
い
る
が
、
後
払
い
制
度

の
導
入
や
ネ
ッ
ト
で
の
情
報
公

開
等
、
不
正
支
出
対
策
の
完
全

な
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
で
き
る
ま
で

は
、
政
務
活
動
費
を
廃
止
す
べ

き
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら

本
条
例
を
提
案
す
る
。
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